
様式１（小・中）

令和２年度学校評価 計画

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師９０％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。

○様々な場での交流活動の充実 ◯「自分の考えを友達に伝えることがで
きる」と答える児童の割合を８０％以上に
する。

・話し方や聞き方の具体的な型を示す。
・各教科で，自分の考えを書いたり，友
達と話し合ったりする場を意図的に設定
する。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒８０％以上

・人権講演会（人権集会）や道徳に関す
るアンケートの実施
・道徳科の授業づくりに関する校内研修
等の実施
・「たすきコーナー」(児童の認め合い）
や，道徳コーナーを効果的に活用し、児
童の自己肯定感を高める。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員９０％以上

・定期的なアンケートや、心のチェック
シートによる児童の実態把握に努める。
・いじめの対応についての研修・会議を
長期休業中および随時行う。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童（小学６年
生）８０ ％以上

・児童の資質・能力を育む授業づくりに
関する校内研修等の実施
・各種体験活動では、児童に活動の見
通しと学びの振り返りを行う活動を仕組
む。
・キャリアパスポートの活用により、将来
の夢や目標を意識させる。

●健康・体つくり

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❸「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒９５％以上

・栄養職員と連携し、各学年食育の授業
を１時間以上実施する。
・給食委員会の放送と児童集会におけ
る啓発活動を行う。
・食に対する意識調査を実施し、保護者
へ啓発する。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・水曜日の定時退勤日を推進する。毎月
第３水曜日は、特に意識を持たせ、全員
退勤を奨励する。
・業務の効率化のための整備を行う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）

○特別支援教育の充実

○支援が必要な児童への適切な支援に
ついての全職員による共通理解と実践

○年２回、職員に対して意識調査を実施
し、特別支援体制が機能していると答え
る職員が８０％以上を目指す。

・個別の教育支援計画、指導計画を確実に
作成し，前期後期で振り返りをして改善をす
る。
・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、情報共有

●心の教育

学校名 白石町立北明小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

・保護者アンケートでは、本校の教育活動について全項目で「概ね達成」以上の評価であった。

・学力向上については「家勉週間」が定着し、大きな成果をあげることができた。

・「あいさつ」については、「あいさつボランティア」など、様々な工夫をして成果は上がってきている。さらに地域での元気なあいさ

つが定着するよう工夫をしていく。

・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、時間と場を設定し改善に向けた話し合いを行ってきたが、時間外勤務については目

標を達成できなかった。さらに、行事精選と教職員の意識の向上を図っていく。

地域のよさをいかし、夢をもち、未来を担う学校づくり

◇　かしこく（知）：確かな学力・知恵を磨く　◇　やさしく（徳）：やさしく人と関わる力を培

う　◇　たくましく（体）：健康で元気な態度を育む

○基礎・基本の学力の向上○学ぶ意欲と思考力・判断力・表現力の育成○望ましい学習習慣と学習態度の育成

○人と協調し、人を思いやる心の育成○自らを律する心の育成○人と関わる力の育成

○望ましい健康生活の習慣化、学校体育の推進○食育の推進と性教育の実施○特別支援教育の推進○教育相談の充実

重点取組
具体的取組

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標


